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　著者は弁護士で、自らの考えを「伊藤メソッド」と称し、司法試験の対策
のための『伊藤塾』を開き多くの後輩を輩出している。現代人が欠く『思考
力』をテーマに、それを鍛えるためのメソッドを 90 にまとめられている。
　そのメソッドは以下の５つの段階に分類されていて、大変読みやすい。
　ステップ１－いつも「考える」を意識せよ
　ステップ２－シンプルに考えるクセをつけろ
　ステップ３－「論理的な思考」をすっ飛ばすな
　ステップ４－「ベターな判断」でスピードを上げろ
　ステップ５－「わかりやすさ」で結果を出せ
　現代の若者は、高度情報社会に突入したこともあるのか、ますます『答え』
に固執する傾向にある。何かわからないことがあればすぐにスマートフォン
などの情報端末を利用し、インターネットから情報を手に入れようとする。
そのようにして自ら『答え』を探し当てればまだ良いのだが、高校現場では
われわれ『先生』にすぐ聞く傾向がある。それは高校現場で安易に『答え』
導きこうとする指導の弊害であるとも言えるが、社会で何が必要とされてい
るかをもっと考えさせる必要があると感じる。
　著者も現代の若者の「思考停止」状態を嘆いている。先行きが不確実な時代、
現実社会を乗り越えて行くために必要なのは、「模範解答を知っているかど
うか」ではなく、「徹底的に考えて解答を自ら創りだせるかどうか」と説い
ている。目の前の「答えのない問題」に対し、いかに自分の頭をフルに使って、
最善の解決策を見つけて前に進んでいけるか。模範解答より徹底的な思考力。

「考え抜く力」とは、われわれ必須の「現実突破能力」と呼びかけている。
　またメソッド中には、『パレートの法則』など商業高校で勉強するような
用語も出てきて理解が深まる。先ほど述べた通り、現在の教育はどこか「解
き方学習」に囚われすぎており、『答え』がないと、習う側はもちろんのこと、

　第７章　「商品を自社で売る必要はない」
　第８章　「100 円のコーラを 1000 円で売る方法」
　第９章　「なぜ省エネルックは失敗してクールビズは成功したのか」
　第 10 章　「新商品は必ず売れない？」
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　昨年、著者である茂木健一郎氏の講演を聴く機会を得た。テレビで見かけ
る時と同じく、ラフな服装とざっくばらんな雰囲気で、せわしなく舞台を動
き回りながらもとてもわかりやすい話であった。テーマは「脳科学から見た
人間の成功の条件」で、「根拠のない自信」の重要性を説かれ、それは、「今
できる」や「今のままでよい」と思うことではなく、自分にダメ出しができ
て、「まだダメだ」と思うことが次のステップにつながること。そしてそう
いう人こそが自分の課題をわかっている人であり、自分で「できない」と決
めつけることでそれは失われていくということであった。
　私は、今年度から起業教育研究会の企画委員に加えていただいたが、起業
のプロセスの中にもとりわけ柔軟な発想が不可欠であり、本書には、そのた
めに必要なことが脳科学の視点から多数盛り込まれている。
　本書の冒頭は「結果を出せるビジネスパーソンは『すぐやる脳』を持って
いる！」ということばから始まる。「すぐやる」と「すぐやれない」という差は、
脳の働きが大きく関係しているのである。すぐに動けない人は、脳科学的に
は「脳が正しく動いているため」であり、脳の前頭葉が指示通りに機能して、
抑制が利いてしまっている状態である。例えば、集団の決まりを守る、常識
で考えるなどの考えが脳の「抑制」となり、行動にブレーキをかけてしまう
のだ。その対策としては、目の前の努力を頑張る行為と意識せず、何も意識
せずに行えるよう習慣化するなどして「脳の脱抑制」をすることが必要とな
る。そして、「すぐやる脳」を自分のものにするために、「行動」「気づき」「受
容」のサイクルを自然体の心で継続し、それにより「セレンディピティ」（偶
然の巡り会いを引き寄せる力）を身につけ、新しい自分に生まれ変わること
が大切である。
　目の前の課題に対して、人間は一度「やらされている」と受け身に感じて
しまうと、脳が抑制されて前頭葉を中心とする「やる気の回路」がなかなか

教える側も不安になってしまう。『キャリア教育』を推し進めていく中でも『導
き学習』からの脱却が謳われている。
　この本を読んで、『考え抜く』ことの重要性と必要性を少しでも感じても
らえればと考える。
　最後に、それぞれのメソッドの終わりにその内容のポイントが挙げられて
おり、読み手への励ましにも聞こえ、元気が出る。そのいくつかのポイント

（アドバイス）を挙げ、今後の自分への励ましにしたい。
　『安易な答えに飛びつくな！』
　『考えれば考えるほど可能性は広がる』
　『新しい答えを作り出せる人が成功する』
　『勉強は記憶するためだけにやるものではない！』
　『つねにプラスの可能性で考えてみよ』
　『データは必ずしも事実であるとは限らない』
　『つねに自問自答を繰り返し、常識的なことも疑ってみる』
　『選択肢は１つではなく３つ用意しておく』
　『迷ったときは直感を信じて行動すること』
　『真理は必ずシンプルで美しいものであるべきだ』
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「結果を出せる人になる！
　　『すぐやる脳』のつくり方」
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